20171119レムナント教会２部
３つの祭り（出エジプト23:14-17）
まことの成功とは何でしょうか。頭にぱっと浮かぶ者があると思います。特にレムナントたちは覚えてください。うまくいくことが成功ではありません。神様と通じることを成功と言います。ですから、成功しようとせずに神様と通じているのか、そうでないのかをいつも確認すべきです。皆さんが望んでいるとおりすべてが叶うとしても、神様と通じなければ、それはまったく成功とは無関係です。神様と通じるということの中でいちばん核となる内容は何でしょうか。必ず覚えてください。Onlyになることです。神様はこれをおっしゃっています。また、このようになることを望んでおられて、このように作っていかれます。Onlyになるために苦難も与えられ、試練も与えられます。苦難や試練が問題ではありません。Onlyが答えなのです。しかし、人々は、苦難の前につまずいて嘆きます。この部分をいつも点検して確認してください。もし神様と通じなければどうなるでしょうか。本質よりうわべに偏ってしまいます。過去に親からたくさんの苦しみを受けたでしょうか。またはいじめに遭ったことがあるでしょうか。または大きな事故に遭ったでしょうか。その本質を見ることができず、そのうわべだけ診るようになってしまいます。それを傷と言います。結局は、誰々のせい、何々のせいとなってしまいます。いま罪を犯して神様から離れたせいなのにもかかわらず、エバのせいですと言っているわけです。蛇のせいですと言っています。いま裸になったので恥ずかしいのです。すべてうわべ、外見を見て、それに捕らわれています。だから、仕方がなく誰々のせい、何々のせいになってしまいます。こうなるとこの間違ったうわべを見ながら、間違った答えの方に向かって行きます。すると、成功はありません。なぜこうなりますか。これは嘘ではなく事実なのでより恐ろしいです。Onlyにならないとそうなるしかないのです。

ですから、神様は、イスラエルの民に３つの祭りを守りなさいとおっしゃいました。３つの祭りは、とても重要な内容があります。過越しの祭りは、私たちの救いを現すためにある祭りです。初穂の刈り入れは、神様の導きを説明しています。収穫祭りは、天の背景を説明しています。とても重要な内容です。今日はこのOnlyというポイントをもって３つの祭りを見ていきたいと思います。その当時に戻って考えてみるとこうなるのです。

まず、過越しの祭りがあります。過越しの祭りとはどういう内容ですか。皆さんもご存知だと思います。イスラエルが400年の間、エジプトの奴隷の生活をしていました。しかし、モーセをとおして子羊の血を塗ることによって、その災い、のろいが終わったのです。奴隷の生活が終わって、出エジプトをします。子羊の血を塗った家は通り過ぎて行ったので、過越しの祭りと言います。英語で言うと、pass　overです。それで過越しの祭りと言います。これが内容です。この過越しの祭りの背景を知らなければいけません。400年の奴隷になる前には、まず神様はアブラハムの家系を召されました。そして、アブラハムの家系を神様は祝福されたのです。エジプトの人が見て恐れるくらいに祝福されました。このように祝福されてイスラエルの民はなにをしたでしょうか。韓国の言葉で、「恩をあだで返す」です。神様が想像を絶する祝福を与えられたのにもかかわらず、エジプトの偶像を拝むようになりました。だから、恩をあだで返すようになったということです。神様が祝福されればうまくいくのかと言うと、本質的にはそうではありません。この祝福を受けたのにもかかわらず、それをもって偶像礼拝をしていたから奴隷になったのです。そして、絶望して嘆くようになりました。奴隷生活の苦しみを味わうようになったのです。よく考えてください。神様が祝福されたのに、その祝福をもって偶像崇拝をして、そのあげく奴隷になりました。当然なことでしょう。しかし、神様は、このようなイスラエルの民を出エジプトさせてあげたのです。過越しの祭りとはそういう内容です。ですので、過越しの祭りに含まれている大きなメッセージがあります。イスラエルの民が過越しの祭りを考えるたびになにを思い出すでしょうか。400年間奴隷生活をしたことです。奴隷生活をなぜしたでしょうか。自分たちが偶像崇拝をしたからです。なぜ偶像崇拝をしたでしょうか。神様がアブラハムの家系を祝福されたのに、そのような偶像崇拝をしたのです。まったく希望のない悪い人たちです。それなのに神様はエジプトから連れ出したのです。本来の常識で考えると全くつじつまが合いません。だから、神様の恵みなのです。それ以外には何も言えることがありません。到底、計算できない神様の愛なのです。これは完全に神様の力でのみ可能です。過越しの祭りを考えるたびに、これを思い出さなければいけません。そして、問いかけるべきです。なぜこんなにもめちゃくちゃな私たちを救われたのだろうか。エジプトの奴隷生活をして、全員死んでしまっても何も言い分がないのに。そんな乞食のような私たちをなぜ救われたのだろうか。そこにこういうメッセージがあります。理由を考えるべきです。一つしかありません。この人たちは契約の民です。契約とは何でしょうか。創世記3：15。女の子孫がこの世に来られなければいけないのです。この契約の民をとおして、神様は契約を成し遂げなければいけません。契約を成就するためにはどうするべきですか。契約の主人公である女の子孫が来られるカナンの地に行かなければいけません。これが理由です。イスラエルの民に対して出エジプトさせてあげる人間的な理由は全くありません。また、人間的に考えても出エジプトできる資格もまったくありません。そのすべてを超えることを契約と言います。福音を正しく理解しないと、いつも人につまずいてしまいます。一言でいうとカナンの地に行かないといけないので出エジプトさせたのです。そのように神様はこのこと以外に切実なものはないということです。まったく話にもならないのに、カナンの地に行かなければいけないということ一つでエジプトから救われました。ですから、過越しの祭りをするたびにこれを思い出さなければいけません。カナンの地がそんなに重要でしょうか。死んでも当然な人たちを救うまでのものでしょうか。神様はそういう方です。契約の民。契約は何ですか。カナンの地に入ることです。カナンの地に入るとは何ですか。キリストが来られる土地なのです。その契約のために出エジプトさせました。ですから、過越しの祭りを考えるたびにいつもこう思うべきです。どれだけキリストが大事で、どんなに大事だったから出エジプトまでさせるのか。それでOnlyキリストという答えを得ます。過越しの祭りに救いのものすごい祝福が含まれています。しかし、過越しの祭りを覚えなさいと言われたいちばんの理由はこれです。いったい契約が何だと言うのか。いったいキリストがどういう方なのか。キリストがそんなにも大事なのですか。神様はキリストしか知らないのですか。それが過越しの祭りです。
もう一つは何ですか。初穂の刈り入れ祭です。初穂の刈り入れの祭りの内容をご存知ですか。カナンの地にイスラエルの民が入って初めて種をまいて収穫することになりました。その収穫したものが麦です。それで初穂の穂が麦ということです。出エジプトしてとうとうカナンに来たのだという内容です。この初穂の刈り入れ祭の背景があります。出エジプトをしてすぐにカナンに入れたのではありません。初穂の刈り入れ祭を考えるときに、いつも荒野での40年間を思います。荒野での40年の生活というのは、カナンの地に入ることとはまったく無関係な状況です。ありえないことです。ありえないのですが、カナンの地に入りました。神様がそのようにされたのです。荒野での40年はなにを意味しているのでしょうか。カナンに入るには不可能な条件です。イスラエルの民が一度も信仰に立ったことがありません。いつも不信仰して神様に叱られることばかりしてきました。そして、環境的にも無理な話です。砂漠です。食べ物がありません。人間が生きられる場所ではありません。荒野での40年は不可能な条件と不可能な環境を意味しています。イスラエルを見ても不可能です。荒野という環境を見ても到底、無理だと思われています。それなのにもかかわらず、神様はカナンの地まで導かれてきたのです。ですから、初穂の刈り入れのメッセージは何でしょうか。同じです。神様の恵みだということです。他のものでは不可能です。神様の大きな愛です。この神様の力でなければ不可能です。ですから、神様の恵みと愛と力を忘れないようにするためです。これから残りの人生も神様の恵みと神様の愛の中、神様の力の中に生きていくのです。初穂の刈り入れ祭をするたびに、荒野の40年を思い出すでしょう。カナンの地に入って絶対に麦を刈りいれられない状況でした。それならばこれを思い出すでしょう。それなのにもかかわらず、カナンの地に入ってきたのです。神様の恵みでなくて何でしょうか。そういうことです。こういう不可能な状況の中でなぜカナンの地にまで連れて来られたのでしょうか。理由を考えましょう。同じです。契約の民だからです。理由は他にありません。彼らをとおして契約を成し遂げなければならないからです。契約は何ですか。女の子孫が来られなければいけません。キリストが来られなければいけないのです。このイスラエルの民をとおしてキリストが来られることを計画されたからです。特にカナンの地に来るようにされたので。人間的に言うとこうです。まったく話にもならず、ダメダメ人間で、死んで当然な存在ですが、それを越えたのです。それらがまったく理由にならないのです。理由は一つです。それでもキリストが来られないと地球は崩壊してしまうのです。キリストが来られなければ、私たちは地獄に行くしかありません。たくさんお金を稼いで地獄に行きます。勉強を一生懸命して地獄に行きます。家族のために一生懸命生きて地獄に行きます。キリストが来られなければいけません。神様の目にはキリストしかありません。過越しの祭り、初穂の刈り入れ祭を見るときに、それを思い出さなければいけません。こんなにもされてキリストを送らないといけないのでしょうか。キリストがそんなに重要でしょうか。キリストがそんなにも絶対的なものでしょうか。キリストは来られなければいけないのでしょうか。その質問をするようになります。ですから、初穂の刈り入れを守りなさい。理由は何ですか。キリストではなくてOnlyキリストです。それが初穂の刈り入れ祭です。神様はこのようにしてでもOnlyキリストと告白することを望んでいます。

そして、カナンの地に入った後、収穫祭を守るようにしました。収穫祭の内容な何ですか。カナンの地で生きながら、豊かに刈りいれることができたのですが、あふれかえるぐらいの収穫でした。言い替えますと、身に余る祝福です。カナンの地に入って生活している間にこのようにされたのです。カナンの地に入ってちょうど足りるぐらいの収穫を与えるとか、あるいは、なにか害によって収穫できないこともあるでしょう。いろいろな状況があると思います。それなのにもかかわらず、イスラエルの民には、倉庫にも入りきらないくらいたくさんの収穫を与えられたのです。収穫祭の収とは、保存する、収めるという意味です。ですから、収穫祭を考えるときに、なにを思うでしょうか。あまり余っているわけです。倉庫ということを思い出します。そのように考えるでしょう。この収穫祭の背景は、このようなことがカナンを征服して戦っているときに起きたことです。どういう意味でしょうか。カナンを征服できるように、また、征服しなければいけないので与えられたものです。単純に収めて征服するのではなく、以前のものはすべて払って新しく聖潔しなければいけません。そのためにあふれんばかりの収穫を与えられました。

それだけではありません。カナンの地を奪われても、また離れてもいけません。カナンの地を最後まで守りきらなければいけないのです。このような背景のために与えられた祝福です。他のことを気にせずに生活できるように、収穫があふれかえるように与えられました。ですから、収穫祭を行うたびにこれを思い出すでしょう。カナンを征服して、カナンを最後まで守った。それゆえ収穫祭があったのです。メッセージは同じです。神様の恵み。そのままの状態だと収穫はまともにできません。自然災害などが起きたら、そのような畑仕事ができません。また、周りの国から攻撃されると、それも失ってしまいます。そういう様々な状況が起きないようにしたのが神様の恵みだったのです。食べて飲んで生活するのに捕らわれずに、カナンを守って、カナンを征服することができるようにするために。収穫祭をするたびに神様の恵み、神様の愛、神様の力だけに確認できるようにしたのです。人々は祝福されて答えられるときにあまり正しい考えを持てない時があります。収穫祭はあふれるぐらいに祝福されました。それは豊かに生きなさいと言うためではありません。理由があるのです。カナンの地のためです。同じです。この人たちは契約の民だからです。契約が成し遂げられなければいけないからです。キリストがカナンの地に来られるまで、カナンの地を守りぬかなければいけません。ですから、収穫祭もOnlyキリストです。過越しの祭り、初穂の刈り入れ祭、収穫祭を守りながらイスラエルの民がOnlyキリストになるために。カナンをそんなにも完璧に征服しなければいけないでしょうか。結局は、イスラエルができませんでした。少しずつ残したのです。それで攻撃されました。神様はきれいに聖潔にして完璧に征服しなさいとおっしゃいました。また、絶対に離れることなく守りなさいとおっしゃいました。そのために豊かに与えるのです。収穫祭を考えるたびになにを思うべきでしょうか。カナンの地がどれだけ大事だったのか。少し隣の町に移動してはいけないのでしょうか。行ったらまた攻撃されます。また、奪われても攻撃されます。ちょっと他の人に土地を与えて生きていけるのですが、なぜカナンの地にこだわるのでしょうか。キリストが来られなければ行けないからです。キリストが来られるときまでは守らなければいけないので。Onlyキリストが来られなければいけないので豊かなときも与えられたのです。神様にはキリストしかありません。Onlyキリストが理解できるでしょうか。それが通じてこそ神様と通じるのです。
それで、キリストの絶対的な必要性に答えが出なければいけません。神様がこのようにされてまでキリスト、キリストとされるでしょうか。皆さんにとって、キリストでなければ絶対にダメですと言う理由が明確にあるでしょうか。この部分に答えが出ていないと神様と通じません。良いことがあれば礼拝もうまく参加できて、悪いことがあると礼拝も正しくささげられません。すべての理由、状況を乗り越えて、Onlyキリストです。私たちはこの部分ができていないので、できた、できないなどにこだわるでしょう。私たちに資格がある、ないにこだわります。過去がこうだった、ああだった。Onlyキリストという言葉を知らないので。そのすべてが崩れ落ちて、その上にキリストだけが残るのです。キリストの絶対的な必要性の理由がなければいけません。だれも教えてくれないことです。神様を離れた人間には希望がありません。サタンに捕らわれている以上、希望はありません。罪によって災い、のろい、罪に捕らわれている限り、まったく希望がありません。この問題は、なにをもっても絶対に解決できません。ですから、これを知っている人はお互い人同士、比較しません。偉い、偉くないなどはありません。お金持ちだから肩に力が入って、お金がないので落ち込んでということもないのです。他の部分が目立つようにどんどん大きくなっていきます。創世記3章は、初代教会のときに回復されたのち、いまやっと回復されています。宗教改革でもできませんでした。皆さんがだれなのかを知らなければいけません。その時代と合わせて生まれるようにされて、イエス様を信じるように導かれました。いまは全世界の99.9%の教会がイエスを置いて宗教化することに合意しています。神様は、このようにしてまでOnlyキリストとおっしゃっているのです。ですから、キリストの絶対的な必要性を明確に持たなければいけません。本当にキリスト以外に道はないのでしょうか。キリストでなければ絶対に不可能なのでしょうか。他のすべてを失うとしてもキリストを失うことはできません。ですから、私がキリストに向かうことができないようにさせる理由は全くありません。もしキリストの前に立つことができないようにするほかの理由があるならば、それをすべて捨ててください。現実の苦しみが私をキリストの前に立たせないのでしょうか。それはだまされているのです。それでもキリストの前に立つべきです。絶対的な必要です。だからこそキリストの前に立たなければいけません。ある人はこう言います。私は人を殺したのでイエス様を信じることなんてできません。人を殺したことがキリストの前に立てない理由になるでしょうか。そんな理由はありません。だからこそ、余計にキリストの前に立つべきでしょう。キリストの前に立てないようにさせる理由はひとりひとりありません。それなのに私たちはなぜキリストの前に立てない理由がそんなにもあるのでしょうか。キリストという前に、他のものが先に浮かぶでしょう。それをすべて捨ててキリストをまず求めてください。
イエス様は、このよう話をされました。多くの人を祭りに集めなさい。昨日、畑を買ったので、それに手を付けなければいけません。昨日、牛を買いました。最初、牛を買ったら、牛になにかやらなければなりません。しかし、「昨日、私は結婚しました。ですから、すぐにはいけません」。主人は何と言ったでしょうか。とても怒ったのです。そして、通りすがりの道端にいる人を全員呼んできなさいと言いました。誘った人が遅れて来たら絶対に入れないようにと言いました。私たちには大義名分や理由になることがたくさんあるのです。「勉強しなければいけないので、礼拝に来られません」。それは成績を上げなければいけないので、キリストは少し休んでいてくださいということです。理由になりません。なぜ理由になるでしょうか。絶対的な必要とOnlyと神様に通じていないからです。「会社がとても大変です。つぶれるかもしれません」。それがキリストを呼べない理由になるでしょうか。それでもキリストを呼ぶべきです。だから、キリストを呼ぶべきです。本当にキリストの前に立ってください。条件、理由なく、キリストを求めて、キリストを呼んで、キリストの前に立ってください。キリストの中に自分を見つけてください。現実、過去がどうであれ、1部でも申し上げた通り、完全にすべての問題が終わった自分、神様が永遠にともにおられる自分、この世を十分に生かすことができる教会である自分。この自分を見つけなければいけないのですが、キリストの前に立てないようにさせる様々な理由のせいで逃しています。キリストの前に立たなければ、皆さんが知っている皆さんに過ぎません。学校で言われる自分の姿しかないのです。周りの人が自分を評価して指差す、そういう基準での自分しかいません。だから、Onlyキリストをしなければいけないのです。なにがあっても、何と言われようとも、すべて乗り越えてキリストの前に立つべきです。それがこの3つのお祭りの内容です。この内容どおり背景を考えるとすべて理由になりますが、出エジプトできないと思うすべての理由があるわけです。恩をあだで返す人たちに、どうやって出エジプトができるのか。しかし、それも理由になりません。それでもキリストです。私たちがキリストの前に立つために妨げになる理由は一つもないのです。そのときに神様と通じるようになります。パウロがコリント書を書きながらたくさん怒りを覚え書いています。知識、割礼、律法などをとおして、キリストの前に立てないようにさせるのです。Onlyイエスでなければいけないのに。そうしているとのろわれますよということまで書いています。
皆さんを見つけると、この答えが出ます。世界福音化、日本福音化。47都道府県の教会開拓。このためにレムナント教会に導かれました。この中で自分はだれなのか、自分が生きることは何なのかを見つけるべきです。神様がその祝福を備えられて呼ばれました。しかし、Onlyキリストができないのでここまで来られないのです。イエス様を好きにならなければいけません。福音が好きにならなければいけません。神様は、神と神様の民とが通じるように3つの祭りを守りなさいと言われるくらいまで一つをおっしゃいます。いったいキリストが。キリストでなければいけない。Onlyキリスト。それをおっしゃっているのです。それが皆さんの胸に突き刺さることを願います。キリストの絶対的な必要性を感じて、どんな理由も乗り越えてキリストの前に立ってください。昨日、とても恥ずかしい失敗を犯しました。それでもキリストの前に立つことを妨げることはできません。それをもって悩んでいる方は、神様かのように傲慢だと思ってください。私たちは本来そういう存在です。とても偉い人かのように、そういうことは全くしないかのように錯覚しています。ですから、キリストがこの世に来られたのです。私たちをすべてキリストの方に向かわせるために。
もう一度言います。皆さんにキリストを呼び求めることができない他の理由があるならば、それを徹底的に捨ててください。それが倫理や法律によることであってもすべて捨ててください。

（祈り）
神様に感謝いたします。３つの祭りを通して、Onlyキリストを強調された主を賛美します。神様と通じるOnlyの人になれますように。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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